











































































































































































を選んだ。独歩の作品から「郊外」 （明三三） 、 「園遊会」 （明三五） 、「牛肉と馬鈴薯」 （明三四） 、 「泣き笑ひ」 （明四〇）の四作を取り上げ、各作品の分析を通して独歩文学の〈笑い〉が年を経るごとに、〈笑い〉を取り巻く時代状況とともに成熟して たこと 確認している。こうした前史が、大正期における〈笑い〉の小説の、文学領域における地盤を固める役割 果たしたという。
 
続いて第Ⅱ部は、本書の中心である「大正期の〈笑い〉の文学」
をめぐって展開し、芥川龍之介、岩野泡鳴、宇野浩二の作品を取り上げる。 「 〈笑い〉の文学」 検討するため 、この三人の名前が並ぶのはやや意外であったが、説得力のある内容であるので、読後は改めて著者の着眼点の良さに感銘を受けた。世代がわずかに前後するこの三人の作品を通じ、同じ大正期にお る〈笑い〉の受容を分析す にあたって、 より客観的に時代状況 把握できる利点がある。正確な時代背景を知る上で、著者は最終的に この時期の〈笑い〉の小説は、 「過去の滑稽文学との差異化を図」りながら、 「 〈笑い〉志向」が、 「 〈笑い〉の主体人物、ないし〈笑い〉自体 相対化するものへと変容してきた」という結論 導いた。
 
なお、本書は二〇〇八年三月に筑波大学大学院人文社会科学研究
科へ提出された同題の博士論文 （本誌第三三集 （二〇〇八年一二月）に紹介済み）をも に、後に発表され 研究 文 加え 再編 たものである。博士論文に取り上げた各作家ごとに新たな作品 分析を加えた本書の増補は、著者が一貫して構築しよ としている近代〈笑い〉の文学史をより充実させたものである。
 
（二〇一八年三月三一日
 
昂洋書房
 
三〇〇頁
 
四〇〇〇円＋税）
 
